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　ジギタリス配糖体が生体内に入った後，如何な
る臓器組織によって結合または破壊が行われ，ま
たどのように排泄されるかという問題については
古くから多くの学者によって追究されてきたが，
ジギタリス配糖体そのものの定量法，特に臓器組
織内定量法の不備のため未だ充分なる解決は与え
られていない。
　ジギタリス配糖体に対する臓器組織の捕捉に関
して最初に本格的に取組んだのはHatcher＆
Eggleston1）である。彼等は肝臓の重要性を指摘
し，．且つ肝臓と腎臓との間の或る種の相関性を暗
示した。またStraub2），　Hanzlik＆WoOd：”），　Dock，
Stockton＆WoodDはいずれも肝臓の捕捉能の
大なることを報告した。次でWeese“”・G）はこれ等
先人と異なった方法でこの問題を研究した。即ち
WeeseはS亡arlingの心月rB標本を用いて実験し各
種臓器組織の捕捉能を求め，筋肉及び肝臓全体に
よって捕捉されるDigitoxin量は大き・いが単位重
量当りの捕捉能は腎臓及び心臓が最大であること
を述べた。
　最近においては組織内ジギタリ．ス配糖体の微
量定量法（生物学的方法，同位元素を用いる方法）
が新しく考案されて．組織における結合ないしは
破壊，或いは排泄の様相がやや判然となりつつあ
る。
　Friedman等7）・s、及びSt．　George等9）はラッ
チと家兎ではDigitoxinが殆ど尿から排泄されず
犬では少量排泄されるのみであるが，これ等動物
特に犬の腎臓ではDigitoxinの破壊が大であるこ
とを暗示した。Fischer等10）Ut1　Ci’で標示された
Digitoxinを用いてこの体内分布を追究し，ラッチ
では肝臓が，また猫では腎臓がDigitoxinの結合，
破壊及び排泄に主なる役目を果すことを発表し
た。Friedman等11）はラッチと家兎では肝臓に，
犬でほ腎臓にDigitoxinが多く且つ長時間見出
されるとしている。彼によると心臓は特に多くの
Digitoxinを捕捉するということはないようであ
る。またSt．　George等t2）に＝よるとラッチと家兎
1）　Hatcher　＆　Eggleston：　J．　Pharmacol．　＆　Exper．
　Therap，　12，　405（1918）．
2）　Straub：　Areh・　exper．　Path．　u．　Pharmakol．　84，　223
　（1919）．
3）Hanzlik＆Wood：工PhamlacoL＆Exper．　Therap。
　37，　67　（1929）．
4）　Doek，　Stoekton，　＆　Wood：　Proc．　Soc．　Exper．　Biol．
　＆　Med．　25，　278　（1928）．
5）　Weese：　Arch．　exper．　Path．　u．　Pharmakol．　135，　228
　（1928）．
6）　Weese：　Arch．　exper．　Path．　u．　Pharmakol，　141，　329
　（1929）．
7）　Friedman，　Byers，　Bland　＆　Bine　：　Proe．　Soe．　Exper．
　Biol．　＆　Med．　71，　406　（1949）．
8）　Friedman，　Bine，　Byers　＆　Bland：　Circulation　2，
　749　（1950）．
9）　St．　George，　Bine，　Friedman　＆　Bland　：　Proc．　Soe．
　Exper．　Biol，　＆　Med．　78，　504　（1951）．
10）　Fischev，　Sjoerdsma　＆　Johnson：　Circulatjon　5，
　496　（1952）．
11）　Friedman，　St．　George，　Bine，　Byers　＆　Bland：
　Circulation　6，　367　〈1952）．
12）S七．George，　Bine，＆Friedman：Circula七Qn　6，661
　（1952）．
354
6巻6号 筒井一一腎臓のDigitoxin捕捉 355
では肝臓におけるDigitoxinの破壊は的なるもの
があるらしい。田辺等13）特に南雲h）はジギタリ
スの強心作用は心筋以外の臓器組織の強心配糖体
捕捉能力如何によって強く影響を受けることを主
張し，さらに．南雲15）は肝臓の循環障碍を起した動
物がDigitoxinに極めて敏感であることを発表し
た。
　以上古くから現在までジギタリス配糖体の体内
結合，破壊，排泄に関する主なる研究の成績を通
覧するのに，諸家の等しく認めるところは肝臓の
重要性である。しかしながら使用する動物によっ
て多少とも差があるようであり，ジギタリス配糖
体に抵抗の強いラッチでは主に肝において結合，
破壊，排泄が行われ，抵抗の弱い猫では肝臓の外
に腎臓が大きく働き，排泄の点ではむしろ腎臓の
方が肝臓を上廻る感を抱かせる。家兎や犬はこれ
らラッチと猫の中問で，前者はよりラッチに近く，
後者はより猫に近く位するが如くである。このよ
うに動物の種類によってジギタリス配糖体を主と
して捕捉する臓器が異なることも予想される。そ
こで私は生体内におけ’る腎臓が果してどの程度に
Digitoxinを捕捉し，これがDigitoxinの作用に
如何なる影響を及ぼしているかについて知ら夕と
してこの実験を企てた。
実験材料及び方法
　1．モルモットの雨腎摘除の場合
　中等大の健康なモルモットを実験前少なくとも15時間
絶食させて実験に供した。軽いウレタン麻酔を施した後，
腹位に固定して背部皮膚を腎部で約1cm切開し腹膜外で
両腎を露出し，腎動脈及び腎静脈を結紮し，次いで腎を摘
出した。皮慮切開部を縫合した後，一旦緊縛を解き’改めて
背位に固定し直した。次いで手術的に気管力＝＝　＝　一一レを挿
入して必要に応じて人工呼吸器に連結し易いようにし，ま
た頸静脈内にカニューレを装着して薬液注射に硬ならしめ
た。
　使用したDigitoxinは米国のリリー社製品である。先
ずDigitoxinを純アルu一ルにて溶解して1，000倍溶液
を作り，これを原液として保存し，実験直前にこれをリン
ゲル氏液でさらに10倍に稀釈した。即ち10，000倍溶液と
して頸静脈から注射したのである。注射要領は次の如くで
ある。即ち当教室の南雲，佐藤16）が先に報告したモルモ
ットにおける平均致死量0．105mg　1100　g体重を基準と
して個々のモルモットの推定致死最を算出し，この量を8
分割したものを1回の注射とし，この量を5分置きに上述
の頸静脈カニュ　’一レから注射したのである。注射中呼吸が
不規則となれば直ちに人工呼吸を施した。なお，絶えず聴
診器で心音を聴取し，聴取不可能となれば胸部を開き心捲
動を直接に観察し，その悼止を確認して死亡とした。また
モルモットの血管壁は極めて脆く僅かの損傷で容易1こ出血
し，このことがDigitoxinの致死量に相当大きく影響す
るので，死亡直後開腹し腎臓摘除手術部位その他における
出血の有無を精査し，出1血のないことを確認した。
　Il．猫の両腎摘除の場合
　体昂：2kg以上の健康成熟猫を約15時間絶食させた後
体重を測定し実験に供した。エーテル麻酔を施して背位に
固定し腹部を正中線で約4cm開腹し，腎臓を露出し腎動
脈及び腎静脈を結紮して両腎を摘出した。手術後開腹部を
閉鎖した。
　Digitoxinの注射方法はモルモットの場合と同様に，当
教室の南雲14）が報告した正常猫の平均致死量。．456mg！
kg体重を基準として個々の猫で推定致死景を算出し，こ
の畏を8分割したものを1回注射最として5分毎に股静脈
より注入した。死亡の判定はモルモットの場合と全く同様
にした。
　IIL　猫の腎動脈内注射の場合
　体重2kg以上の猫を因位に固定し，エーテル麻酔の下
に腹部を正中線で開腹し，左腎動脈を露出し腎動脈を結紮
した。次いで結紮部の末梢において腎動脈を開きその中に
長さ約10cmのビニール管を挿スし糸で腎動脈に固定し
他端を腹腔外に出して腹壁を閉鎖した。体外にあるビ＝一
ル管端よりDigitoxinの10，000倍溶液を5分毎に注射し
致死量を求めた。死亡後，腹腔を再び開いでビニール管が
腎動脈より脱落していない事を確めた。注射圧は可及的猫
動脈圧に近からしめるようにした。
　IV．モルモット摘出腎の濯流の場合
　灌流実瞼：　成熟モルモットの両側頸動脈を切断して出
血死せしめた後，直ちに開腹して心確を露出し，腹部大動
脈からカニューレを挿入して左腎二陣に達せしめて縫合糸
でカ；＝一レと腎動脈とを連結した。難いで旧卒を損傷せ
ぬように周囲組織から剥離して体外へ取り出した。この
場合，輸尿管は約2cmを腎に附着させておいた。弐いで
腎重量を測幽した。37℃に暖めたりンゲル氏液をカニ＝
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一レから注入して腎が血液色を失うまで腎血管内を洗っ
た。しかる時にこの腎を用いて湛流実1験を行った。
　モルモット脱繊維素iilL液とリンゲル氏液を等量に混じ匹
ものでDigitoxin原液を．10倍に稀釈して灌流液とした。
この湾流液には0．01％朔日旺1こDigitoxinを含有するこ
とになる。これを用いて38℃の1匿温槽rlτにて腎臓の灌硫
を行った。
　カ＝ユーレから一定量（20～25cc）のll｝1銃液を注入し，腎
静脈及び輸尿等より排泄される液を小三角コルベンに集め
た。この流出液を直ちに効力検定に用いる亀｝合（1回射流）
とこの液で反覆1魁禿（3回またけ5回）を行った後に検定に
用いる田田と3とおりの実験を行った。さらに灌琉速度に
よって緩灌ろ1己実験（腎臓のぎ石：量とは関係なく毎分1ccの速
度）と遠灌流実験（腎臓1g当り毎分1ccの速度）との2と
おりに分けた。後者の灌流速度は概ねモルモットの正常腎
流血速度に．近い。
　流出液の効力検定：申等大のモルモットの頸静脈に襲
着したカニューレを介して，両腎摘除の場合と同一要領で
流出液を5分置きに注射した。この場．含無界液が調製され
てから灌流終了後検定に用いられるまでには，液が38℃
に約1時閻置かれる．ことになる。田辺等1η　は」血液加リン
ゲル液で調製した．0．01％Digitoxin溶液1．よ38℃に1時
間放置するとその効力が21％滅幽することを明らかにし
た。また腎臓通遇の際に灌琉液中のDigitoxinが捕捉さ
れることが予想される。従って動物の致死に要する洗出液
の注射帰：は灌流液の理論Fl勺致死最（0．01％Digi七〇xin溶液
を注射した時の平均致死量0．105mg／1GOgから計算され
た致死母を理研的致死量：と呼ぶことにする〉より多くなる
のは当然である。従ってこσ）場合には8～10回の注射で
死亡するよう，に1画注射量を増す必要があった。しかし10
回目の注射が終ってもなお死亡しない場合には，注射液を
0．01％Digitoxinリンゲル溶液に切替えて追加投与を行
った。
　Digitoxin捕捉量の計算：体弱：Wgのモルモットの
　　　　　　　　　　　　　W　　　　　 　（mg）となるからこのモ理論tl勺致死量は1．05×0．1×．　　　　　　　　　　　　　100
ルモットがAceの流出液で死亡したとすると，この液1
ccのD・g・t・x・・含量・は・・一…5・×…1・斎・A
（mg）で求められる。さらに流出液の外に0．01％DigitD－
xin溶液Pccの追加注射によって漸く死亡したとすると
この場合の洗出液1cc中のDigi七〇xin母aは，
　　a　＝　aos　×　一illl－Co一　一　p）×　o．i÷A　（mg）
　となる6流出液は調製有後にをま，．その1ce中に0．1　mg
のDigitoxinを含んでいる。しかるにこれを38℃に1
時間放置することによってその効力は79％に落ちる。従
って酬液中に購来．・cc当需gmg鎗湿るべき
であり，流出液から実際に腎臓の方へ捕捉されて行った
Dgi…i・・肺は・b一…一m?９．（mg＞となる・1轍液
二吊：をvとし，灌流された腎臓の重量をMとすれば腎臓
1g：当りのDigit（）xin捕捉量。は，
　　　e一一一　bM．v＝一（O’1．，JM．．o／i・IZgl．）17g）V（．g）
で計算：される。
実験成績
　1．無腎モルモットにおける成績
　先ず対照として，両側腎臓を摘除されたモルモットに純
アルコールをリンゲル氏液で10倍に稀釈したものを，Di－
gitoxin溶液の注射と同一要領で頸i1静脈より注射した。90
分間に18回の注射を行い全経過を追5て観察したが，心音
その他一般状態に何等変化が認められず，且つ特に哀弱の
徴は見麗けられなかった。同様な対照実験を数例について
行ったが，何れも腎摘除後90分閥は一般状態に殆ど認む
べき’変化を示さなかった。次いで7例につき腎摘除後上述
の如くDigitoxinを注射して致死Fl｛：を求めたが，その成
績は第1表に示す如くである。即ち0．081～0．1091ng／100
第1表　腎摘除モルモッ1・のDjgitoxinの致死＝量1
蹴物番号????
平　均
性
?? ??
体重9Pigit・xin競fl・mg／1009
450
480
470
590
380
430
420
O．109
0．104幽
O．085
0．108
0．101
0．081
0．112
460 O．100　±　O．Ol1
9体πであり，平均値は0，100士0・011mg／1009体重と
なった。正常モルモットのDigitoxin平均致殖＝は0．105
mg！100　gであるから，両者の闇には殆ど差は見られない
ことになる。
　II。無腎猫における成績
　猫の両側腎摘除の後，純アルコールをリンゲル氏液で10
倍に稀釈したものを，Digitoxin溶液の注入と同一要領で
股静脈より注入し一般状態の観察を行った。猫においても
17）田辺・他：和幌医誌6，153（1954）．・
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モルモットの場合と同様，90分開に18回の注射を行って
も殆ど認むべぎ変化はなかった。家いで5例で腎摘除後
Digitoxinを注射して致死量を求めたが，その成績は第2
表の如く0．390～0．494mg！kg上司：となり，平均値は0．438
±o．033mg／kgとなった。正常猫の平均値は。．456　mg／kg
であるから，この二つの平均値の闇には差異はないと見る
べきである。即ち正常猫と無腎猫とのDigitoxin致死量
が全く相等しいという結果になった。
第2表　腎摘除猫のDigitoxin致死量
動物番号
??????
平　均
三
??→ ???
体　重
（kg） ???
3．7
Digitoxin致死量mg／kg
O．442
0．390
0．494
0．434
0．432
O．438　±　O．033
第3表猫の冥妄動脈よりDigitoxinを注入
　　　　せる際の致死：量
動物番号
????
性
平　均
? ????
体　重
（kff）
??．???
Digitoxin致死量mg／kg
　1．020
　1．397
　1．362
　1．500
　1．000
1．258土0．197
III．左腎動脈内注射時の致死量
5匹の猫で左腎動脈からDigitoxinの注射を行い，致
死量の測定を行った。その成績は第3表の如く，その致死
量は1～1．5；mg／kg体重で，平均致死量は1．258土0．197
mg／kgとなった。正常猫の平均致死量は。，456　mg／kgで
あるから，だ離サ脈内注射時の致死量は正常時の夫の約
2．81剖こ当り．，従って約180％の増加である。死亡後，個
々の猫についてDigitoxinを注射した側の腎臓を調べる
と，前腎に比較し蒼白で浮腫性に腫脹し，腎電量も遙る
かに大であった。この点私の採用した方法は可成り不自然
であり，従って腎臓のDigitoxinに対する捕捉能も変化を
来たすものと想像される。それにしても猫腎臓のDigito・
xin捕捉容量は相当大なるものと考えられる。
　IV．モルモット摘除腎の乱流二二
　先ず対照としてDigitoxinを含まぬ灌流液をモルモッ
トの頸静脈から洗出液の検定の揚合と全く同一要領で注射
した。10回注射して約90分経過を観察したが，心音その
他一般状態に何等の変化も認められず，且つ特に衰弱の徴
は見られなかった。
　1）緩灌流の場合の成績　灌流速度を二流腎の貢量に係
らず毎分1ccとした。
　　a）1回三三の場合。5個の摘除腎をおの’おの20cc
の門流液で灌回した。流出液の検定には中等大のモルモッ
ト5匹を使用した。その成績は第4表に示す如く，No．2，
3及びNo．4ではDigitoxinの追加投与を必要としなか
ったが，No．1とNo．5ではそれぞれ0．1？　mg，0．05　mg
の追加を必要とした。腎臓のDigitoxin捕捉量を二流正
中のDigitoxin量に対して百分率で表わすと34～50％
であり，捕捉絶対昂＝は0．68～1．00mgで，これを腎臓1g
当りにするとO．26　一一　O．29　mg，平均0．28　mgであった。
　b）3回二丁の場合。二二液25ccで連続3回，同一二流液
で同一腎を灌流し腎臓のDigitoxin捕捉量を求めた。こ
の際3回灌琉することにより灌三二の減少が少量見られる
が，計算の便のためその滅少がおこらぬものとして捕捉量
第4表高灌流実験
????
「?????
灌流実験
腎！濯
重．譲
孟u量M　lv
一（…遵．一勉）．
流出液の効力検定実験
??????????????，?，?，，?，? ??? 「 ??? ??????? … ．? ???﹇?? ? 灌琉液の
理論的
注射全量
致死量拙警
．．（ge）一一一±一Lc．．c一）
　　　　　　　　　　9j
（灌洗液の灌流前のDigitoxin濃度，0・1　mg／cc
3．67
4．30
3．78
3．36
5．14
??????????
O．Ol　％
Digitoxin
　　　？
　（ee）
1．2
O．5
Digitoxin捕捉量の計算
流出液巾の
Digitoxin
濃度　　a
（mgi’ec）
O．041
0．044
0．042
0．053
0．052
灌洗液から腎臓全体
讐目籠課の捕懸
．　b［　cM
．（皿9趣CL一（IIL9）
腎臓19
当りの捕
捉量　C’
（mg／9腎）
O．050
0．045
0．048
0．034
0．035
1．00
0．90
0．96
0．68
0．70
O．29
0．27
0．29’
O．27
0．26
灌流速度1 c／min，灌流回数1回）
??????? ??
?）????
358 筒井一一一一一一腎臓のDigitoxin捕捉 ホし「［J2・医誌　1954
第5表　同一灌流液で反覆側聞した場合
?????
????
二流実験 洗出液の効力検定実験
????? ????????????? ??? ??
??? 。?！　25
25
25
25
?
Digitoxin捕捉量の計算
??410，　6
380，　9
430，　6
420，　6
530，　6
740，　6
340，　6
400，　6
????????????????．?量全射注 ??? ????????流
祠
（
????
????? ?6．8
7．5
5．8
10．0
10．0
8．8
8．0
9．0
????? ??O．034
0．033
0．026
0．034
O．076
0．007
0．013
O．058
0．059
0．067
0．058
O．005
0．090
0．084
腎臓全体
の捕捉量
　CM
　（mg）
1．45
1．68
2．28
?????? ??。??????
（灌流液の灌右前のDigtoxin濃度0．1　mg／cc灌琉速度1cc／min．灌琉反覆回数3回及び5圓）
O．56
O．51
??????「
一一@1　5
0．54　190
　　　84
を算出した。その成績は第5表に示してある。即ち捕捉百
分率は58～90％，絶対量は1．45～2．28mgで，腎臓1g
当りでは0．51～O．56　mg，平均0．54　mgであった。但しNo．
3では追加したO．Ol　％Digi七〇．in液量が理論酌致死量を
上廻ったために，この場合，以後の計算が不可能になった。
この理由に関しては実験手技の過失と，検定動物働物番
号15）の真のDigitoxin致死量が理論的致死量を遙かに
上廻っていたことが考えられるが，実験手技に関しては充
分に配慮を払ったから恐らく後考の理由によるものであろ
う。他の3例では1g当りの腎臓の捕捉量が0．56　mg，0．51
mg及び0．与4　mgとなり何れも似た値を示している。こ
のことはまた，絶対捕捉量が腎の重量に比例することを物
語っている。
　c）5回羽撃の場合。3回灌流実験の際に得た流出液の
一部で同一腎をさらに2回，合計5回灌流した。かくして
得た流出液を申等大のモルモット4匹で検定した、この際，
4回，5回と灌洗が繰り返されるに従い，灌流液はさらに
減少するので捕捉量の計算は残念乍ら出来なかった。そこ
で捕捉百分率のみを第5表に示した。No　1．2及びNo．4に
おいては5回灌流による腎臓のDigitoxin捕捉百分率は，
3回灌流の場合の百分率に対して大体同一か，或いはやや
下廻った値を示している。そこでこの場合にはDigitoxin
捕捉が3回灌硫によって飽和に達したものと解釈すべきで
ある。
　21速外流の場合の成績　灌流速度は腎臓19当り1分間
1ccとした。これはモルモットの正常腎血流速度に近い。
灌流回数は1回のみである。灌流事は2．4，2．6g及び1．9　g
の3個を用い，灌流山25ccでそれぞれ濯流した。流出液
の検定には体重300，4509及び3509のモルモット3匹
を使用した。その成績は第6表の如くである。腎臓のDi－
gitoxin捕捉百分率はそれぞれ30，35％及び15％で，
絶対量としては0．75，0．88mg及び0．38　mgであった。
腎臓1g当りに換算すると0．31，034　mg及びO．20　mgと
なった。
第6表　速　灌　流　実　験
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考 按
e井一一一腎臓のDjgitoxin捕捉
　上述の実験成績が示す如くモルヒットにおいて
は両側腎臓が摘除されセもDigitoxin致死量が変
らない。緒言で述べたように．文献から考察すると
猫においては腎臓がジギタリス配糖体の処理に比
較的に大き’な役割を果すものと想像される。しか
るに私の実験によると猫の両側腎臓を摘除しても
Digitoxin致死量は正常猫の致死量と殆ど差異を
示さなかったのである。このように両側腎を摘出
してもDigitoxinの致死量に変化がないという事
実から次の事柄が考えられる。即ち第1には腎臓
に到達するDigitoxin量が極めて少ないこと，第
2には腎臓の捕捉能の小なること；第3には腎に
捕捉されるべき・Digitoxinが他部組織によって代
償的に捕捉されるということである。
　第1の事柄についてはWeese5）の実験が参考
となる。彼はStarling　，の心肺標本を使用して早
臥の静止を起す最小量を求め，この量は完全動物
における静注時の致死量のl／16になるとした。故
に完全な動物においては静脈内に注射されたDi－
gitQxin量の45／16が心外臓器組織に．よって捕捉さ
れてしまうのである。しかも心臓外で捕捉された
分はそれぞれの臓器組織を循環する動脈血量とそ
の臓器組織の捕捉能とに一応じてそれぞれの臓器翻．
織に分布していることとなる。ところで腎臓に与
えられる動脈if匹量ほ心搏出量の約i／4に当るとい
われるから，腎に到達するDigitoxin量は決して
少ないものではないと思われる。即ち第1の考え
方は否定されて良いd　　　l
　次に第2の腎の捕捉能一この場合は捕捉容量と
考えても良い一一について考察する必要があ為。
Weese6）は心肺標本に腎臓を介在させ循環血液中
にDigitoxinを混じ，これが先ず腎臓を通過した
後に心臓へ達する轟うにして実験を行い，腎臓の
Digitoxinを捕捉し得る最大量即ち捕捉能を求め
たのである。彼の結果によると腎臓19当りの捕
捉能は心臓19当りの心静止量に等しい。Tanabe
＆Suzukils）に．よると腎重量は心重量の約2．5倍
に当るから，腎臓全体が捕畢し得る量は心臓静止
謝
量の2．5倍に達する計算になる。しかし田辺等13）
がモルモッ’トの腎臓を灌流した実験によると，
Weese』の考えた程急速に捕捉されないにしても，
腎臓通過の際にかなりの量のDigitoxinが捕捉さ
れることは確かである。St．　George等9）は家鴨胎
心を利用した微量生物学的定量法を使って実験を
行い，犬の尿に排泄されるDigitoxin量は粘く僅：
かにすぎないが，腎臓殊に腎皮質には相当量の
Digitoxinが長時間見出される事実より，腎によ
る結合，破壊の大きいことを報告している。また
Friedmanli）は犬にDigi亡oxinを静注し時間を追
って各臓器組織内の量を定量し，注入直後には絶
対量においては腎臓は肝臓より少ないが，2時間
後には肝臓からは見出されなくなっているに反し，
腎臓では時間の経過とともに増加し8時間後に最
高に達すると記載している。このことは腎臓の捕
捉能の聖なることを示している。一方FischeriO）
もC14で標示されたDigitoxinを用い，猫では排
泄されるDigitoxin及びその分解物（水溶性）の量
は尿からは55％であるのに対し・尿からは45
％であるとし，尿からの排泄部分の約95％が分
解物で占められ，且つ腎臓内には肝臓と同じく72
時間までDigitoxinが発見され，その量は肝臓に
おけるよりも多いと報告している。腎臓内のDi－
gitoxinとその分解物との比は時間とともにDi－
gitoxinの方が圧到的に多くなるらしい。これ等
の事実は腎臓の捕捉の大なること，及び腎臓で
Digitoxinの破壊が強力に行われていることを物
語っている。私もDigitoxinに．対する猫の腎臓の
捕捉能を知らんとして左腎動脈からDigitoxinを’
注射したが，私の場合には注入圧の不自然さと
注射側腎の浮腫三塁張を考慮に入れても，正常
猫の致死量を約2．8倍上廻る致死量を得たとい
うことは，猫の腎臓の捕捉能の極めて大なること
を示しているものと思われる。またモ～レモットの
摘除腎をDigitoxin溶液で灌流してその捕捉能を
求めたが，腎19当りの最：大捕捉量はO．5　mg以
上に達することを知った。即ちモルモットのよう
にジギタリヌ配糖体に．対する感受性が猫より低い
動物においても腎臓の捕捉能はかくの如く大き’い
18）　Tanabe　＆　Suzuki　：　Jap．　」，　Pharmacol．　2，　23　（1952）．
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のである。
　以上，主として最近の進歩ぜる1）igitoxin定量
法を利用せる文献，及び私の今回行った実験成績
に照し合せてみて，腎臓のDigitoxin捕捉能の夫
なることが理解される。
　そうなると問題となるのは第3の考え方，つま
り腎臓に捕捉されるべきDigitoxinが丙種臓器組．
織によって代償的に捕捉されるということである。
そのような捕捉組織として考えられるのは1肝，
腸及び筋肉組織である。筋肉はその容積の大なる
ことからその容量：の大きいことは当然考えられる
ところである。古くはWeese6）は筋肉ほ絶対量
において全体のi‘7JfsのDigitoxinを捕捉すると
いっている。これに反し，FischeriO）及びFried－
Manii）に．よると1筋肉の捕捉量は多いものではな
く，殊に猫や犬の筋肉からはDigitoxinが殆ど見
出されていない。次に腸管であるが，Straub2）は
ラッチにおいて腸管内には注射後1時間に注射量
の15％，3時間11％が発見されるとしている。
一方Hatcher＆Egglestoni）は腸管に見出され
るジギタリス配糖体は肝臓に由来するもめであろ
うとした。また最近Fischerlo）の成績を見ると，
ラッチでは投与後24時間に小腸内に相当量の
Digitoxinの分解物が見出され，それ以後の時間
に直腸にはDigito〔xinが多くなっている。つまり
小腸のは肝臓に由来し，直：腸のはDigitoxinが直
接排泄されたものと想像される。猫においても程
度の差こそあれ同様の所見がある。いずれにし』ﾄ
も腸内から発見された量は決して大きいものでは
ない。筋肉や腸管より一層重要と思われるのは肝
臓であろう。何となれば肝臓は前述の如く，その
捕捉能の大なることが広く認められており，さら
に肝臓と腎臓の聞にはジギタリス配糖体の捕捉能
に関して或る種の相関k係が想像されるからであ
る。即ちEgglestoni）は胆道を結紮した際，腎臓
からのStrophanthinの排泄が増加したことを報
告している。また緒言で述べた如く，ジギタリス
配糖体の結合，破壊，排泄に，肝臓が主として働
く動物と，腎臓が主として働く動物とが考えられ
る。つまり動物によって腎臓と肝臓とが対立して
いるのである。このような事実から腎臓に捕捉さ
れるべきDigit（）xinを代償的に捕捉する臓器は肝
臓であ’ると考えた方がより妥当であろう。
　前述｛D如くモルモットの摘除腎における灌流実
験で，腎臓19当りのDigitoxin捕捉量は3回灌
流ではO．51一・O．56mgであり，この量は5回門流
後と錐も増すとは思われない。何となれば5回灌
流による腎臓のDigitoxin捕捉百分率bi　3回灌流
の場合の値と殆ど同一か，或いは却って下廻って
いるからである。従ってモルモット腎では大体
。・54　mg／9腎前後の値が捕捉能と考えられる。ま
た5回灌流1こおいて，No・2とNo．4ではD董gi亡oxi11
が腎臓から却って離れてき’たものと思われる。速
立流の場合のDigitoxin捕捉量は1回灌流では腎
臓19当り0・31　mg，0．34　mg，0．20　mgで緩導流
の場合の成績と同様な値を示している。一般に万
慮速度が小なるほど紅血量は大とな’ 驍ﾆいわれて
いるが，私の場合，速灌流の場合も緩灌流の場合
も同様な値であるのは，速灌流の際の灌流液量が
多い故であろう。ちなみに捕捉百分率は速灌流の
方が小である。
　以上，私が行った実験成績を基礎にして考える
に・生体内においても腎臓のDigitoxin捕捉能は
相当大で，且つ，実際の捕捉量も少ないものでは
なかろうがDigitoxinの作用に対しては腎臓それ
自身はさほど大きな影響を及ぼしはしないものと
思われる。つまり，腎臓が障害を受けてもDigit－
oxmの処理には肝臓が代償的に働くことが想像
されるのである。
結 論
　1）猫で腎動脈からDigitoxinを注射してその
致死量を求めたが，股静脈内注射の場合の致死量
の約2・8倍に達した。即ち，猫の腎臓のDigitoxin
捕捉能は大きい。
　2）モルモットの摘除腎19当りのDigitoxin
飽和捕捉量は0・54mgとなり，この量は体重100
9当りの静脈内致死量の5倍以上に達する。
　3）猫とモルモットでは両側腎を摘除しても
Digitoxin致死量には変化がなかった。これは腎
臓に捕捉されるべき・Digiboxin量が主として肝臓
によって代償的に捕捉された故と考えられる。
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　　4）生体内においては，腎臓のDigitoxin捕捉量
は決して少ないものではないが，腎臓はMgitDX一
inの作用には実際には大なる影響を及ぼさない
ようである。　　　　　　　　（昭和29．12．11受．付）
Summary
　　　The　isolated　kidney　of　guinea　pig　was　perfused　with　blood　containing　digitoxin，　and
the　digitoxin　uptake　of　kidney　was　detertnined　by　assaing　the　potency　of　perfusion　fluid
and　overflow　using　guinea　ptgs．　It　．was　noted　that　the　activity　of　the　kidney　was　such
that　O，54．mg　per　gram　of　digitoxin　was　removed　frbm　the　perfusion　fluid．　The　lethal
dose　Which　is　determined　by　injection　into　a　renal　artery　is　2．8　times　larger　than　than
by　intravenous　injection，　WhLile　・the　intravenous　lethal　dose　is　not　influenced　by　bilateral
nephrectomy．　lt，　therefore，　．is　．suggested　that　the　，digitoxin　uptake　of　］iver　increases
compensatorily　after　nephrectomy．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dec．　11，　1954）
